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 令和７年４月17日会議概要  

                           

第１　日時　 

　　　令和７年４月17日（木）午前９時20分から午前11時15分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　在田委員長、池坊委員、森委員、森田委員、増田委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

　　　警備部長、サイバー対策本部長、京都市警察部長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

  (1) 府下警察署長会議・意見交換会について（４月10日） 

　委員から、「各部から詳細な指示事項を伝達していただいた。署は大変だと思うが、

それぞれ進捗状況を把握して適宜適切に指示をしていただきたい。」旨、報告があった。 

　(2) 初任科第 274期、第 275期及び一般職員初任科第38期合同入校式（４月11日） 

　委員から、「入校生は、４月１日の入校から約10日間で、整然と式を挙行するという

最大の任務を行った。多人数であるのに、キビキビとした素晴らしい式であった。」旨、

 報告があった。

 

　２　議題 

  (1) 第48回京都府警察逮捕術大会の実施について　　　 　　　　　　　　  

    　警務部長から、本年６月６日、京都府警察学校総合道場において、第48回京都府警

察逮捕術大会を実施する旨、報告があった。 

　　　委員から、「怪我のないようによろしくお願いする。」旨、発言があった。 

 

　(2) 令和７年３月末の犯罪統計について（暫定値）　　　   

    生活安全部長から、令和７年３月末の犯罪統計について報告があった。 

　　刑法犯の総数としては、全国同様増加傾向であるが、性的姿態撮影、車上ねらい、

オートバイ盗は減少している。性的姿態撮影が減少した理由は、社会全体の機運の盛

り上がりや盗撮防止の防犯ミラー等犯罪を起こさせない環境が整ってきていることも

 要因と考える。

　　一方、主に、部品ねらい、占有離脱物横領、万引きが昨年同期に比べて増加してい

ることから、防犯・犯罪情報メールにより発生情報をタイムリーに発信し、各人の防

犯意識の向上に繋げていくとともに、万引きが多発している店舗はもとより全国展開

 するドラッグストアの統括本部に対して抑止対策を働きかける旨、説明があった。

　　続けて、刑事部長から、検挙件数、検挙率は前年同期より増加しており、引き続き、

 重要犯罪等の検挙に努めていく旨、報告があった。

　　委員から「若干の増加傾向にある中、検挙が犯罪の抑止になるので、よろしくお願

いする。」旨、発言があった。 

 

  (3) 「ちかん・盗撮　ZERO」活動の実施について　　　　　　　　　　　 
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    地域部長から、５月中を実施期間として「ちかん・盗撮　ZERO」活動を実施する旨、

報告があった。 

　　期間中は、検挙活動の強化や効果的な広報啓発活動、関係警察署や鉄道事業者等と

の連携強化を実施重点として各種取組を行うものであり、また、本年５月16日、イオ

ンモールＫＹＯＴＯ　Ｋaede広場において、広報啓発活動イベントを実施する旨、説

明があった。 

委員から、「痴漢ヘルプカードの使い方と共に、カードを見せられた人がどのように

行動したらよいのかという広報活動もお願いしたい。」旨、発言があった。 

 

  (4) 「令和７年春の全国交通安全運動」の実施結果について　　　　　　 

　交通部長から、本年４月６日から同月15日までの10日間実施された「令和７年春の

 全国交通安全運動」の実施結果について、報告があった。

　期間中の交通事故の死亡者数は０人で、交通取締りは、交通事故に直結する取締り

を中心に実施した。また、綾部署では警察官に扮した園児による歩行者保護等を呼び

かける広報啓発活動、交通機動隊では自転車取締小隊「Ｂｅ－Ｕｎｉｔ」による広報

 啓発活動を行った旨、説明があった。

　委員から、「免許取得時の交通安全教育の充実とその教育効果が持続できるような取

組を願う。」旨、発言があった。 

 

  (5) 令和７年第１四半期の京都府内の交通事故発生状況について　　　　　 

　交通部長から、本年第１四半期の京都府内の交通事故発生状況について、報告があ

 った。

　発生件数は、 969件、死者は11人となっており、いずれも前年同期比で増加してい

る。死者11人の内、高齢者が９人を占めており、引き続き、高齢者対策を重点的に実

施していく。また、二輪及び原付車乗車中の重傷事故が増加しており、今後、５月の

 ＧＷを重点として対策を立てていく旨、説明があった。

 

３　追加報告 

　　京都駅における不審物件取扱結果について　　　　　　　　　 

　警備部長から、本年４月12日に発生した京都駅における不審物件の取扱結果について、

 報告があった。

 　また、刑事部長から、捜査の状況について、報告があった。

　委員から、「今後、類似事案の発生もあり得るので、引き続きよろしくお願いする。」

 旨、発言があった。

 

４　警察本部長総括 

　警察本部長から、「不審物件の取扱いへの『慣れ』がいわゆる『警戒の空白』を生んで

しまうことのないよう今回の対応の検証をしっかり行うとともに、万博も半年間という

長期戦であるので、引き続き緊張感を持ってしっかり対応していく。」旨、発言があった。 

 

　５　個別報告 

　　　風俗営業店に対する直接聴聞について　　　　　　　　　　　　　 

      生活安全企画課担当補佐から、本年４月24日実施予定の風俗営業店に対する直接聴聞

の概要について報告があった。 
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　６　聴聞等 

　  　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　  　　 　　　　    　 

　  　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見

聴取の結果について説明があり、８件の行政処分を審議した。 

 

　７　個別決裁 

    　公安委員会宛て苦情について（処理１件、受理１件、意見要望１件）　　 

      公安委員会補佐室室長補佐から、過日受理した公安委員会宛の苦情申出１件について、

調査結果及び通知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。また、公安委員会

宛ての苦情等申出に関して受理１件、意見要望１件の報告があり、処理方針を決定した。 

 

  ８　個別報告 

 　 　当面の行事予定等について                                 　  　  

   　 公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報

 告があった。


